
 

都心臨海部における連節バスを活用した新たな交通について【中間報告】  

 

１ 新たな交通の導入検討について 

 ・将来にわたり輝き続け、魅力にあふれた“世界都市”の顔として都心臨海部を形成するため、

「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」を平成 27 年に策定しました。 
 ・同プランで「施策② まちを楽しむ多彩な交通の充実」の主な取組の一つに、まちの賑わい

づくりに寄与する「新たな交通の導入」を位置づけ、その段階的な導入に向けた検討に取り

組んでいます。 
 ・その中で、短期的には 2020 年までに連節バスを活用した新たな交通「高度化バスシステム」

を一部導入することとしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２ 「高度化バスシステム」の概要 

 (1) 基本コンセプト 

 

 

 

表１－基本コンセプトの具体化に向けた視点と取組内容 

視 点 取 組 内 容 ※１ 

わかりやすさ 
まちのシンボルとなり、初めて訪れる人でも

ルートが明確 

認識しやすい車両、明確なルート案内、案内シス

テムの充実 

使いやすさ 
駅や主要な観光施設等を結ぶルート設定・ス

ムーズな乗降や乗継により回遊性を向上 

最適なルート設定、スムーズな乗降、利用しやす

い乗車券、乗継しやすい環境、観光案内の充実 

快適さ 
利用者が移動する際に快適に過ごせ、乗るこ

と自体を楽しめる環境の整備 

快適な車両、バス待ち空間の充実、定時性の確保 

※１ 取組内容については、技術開発の動向などを踏まえ、段階的に検討を進めます。 

 

 (2) 事業スキームの考え方 

  ア 運行事業者 

    下記の理由から、横浜市交通局を運行事業者としました。 

    ・都心臨海部のバス路線のほとんどを運行していることから、既存バス路線のルートや運

行本数などの調整を行い、高度化バスシステムを含む最適なネットワークを構築するこ

とが可能 

    ・他路線も利用できる乗車券の販売など面的サービスの提供ができ、利用者にわかりやす

く使いやすいサービスが提供可能 

    ・まちづくりや観光・MICE 施策など市の施策を理解し、高度化バスシステムの基本コン

セプトに資する取組が可能。 

  イ 事業推進の考え方 

    走行環境の改善やバスターミナルの改良などのインフラ整備については市長部局（都市整

備局など）が行い、運行やバス停留所、車内情報案内等の整備は運行事業者（交通局）がバ

ス事業の一環として行います。 

 

 

 

 

 

【基本コンセプト】 

都心臨海部全体の回遊性を高め、市民だけでなく、観光客などの来街者にとっても、 

わかりやすく、使いやすく、快適に回遊できるバスシステム 
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  ウ 概算事業費 

2020年の導入時に掛かる事業費は、車両購入、走行環境改善、乗降場整備などの費用とし

て、概算で約 20億円（※２）となります。 

   ※２ 概算事業費には、運行経費は含みません。詳細な事業費については、今後の事業内容の検討を深度化さ 

     せる中で算出する予定です。 

 

 (3) 導入時（2020年）の運行に関する基本的考え方 

  ア 車両 

    都心臨海部の回遊性の向上や街の魅力を高めることを目的とするため、街のシンボルとな

り、一度に多くの需要が発生する地区の交通特性に対応できる連節バスを活用することとし

ます。 

  イ ルート 

    横浜駅を起点とし、水際線沿いを中

心に来街者が利用する主要な施設を結

ぶ、「みなと交流軸」に沿ったルートを

2020 年時点での導入ルートとします。 

なお、「関内・関外再生軸」について

は、みなと交流軸での利用状況や、現

市庁舎の跡地利用の状況など沿線のま

ちづくりの動向などを考慮して検討し

ます。 

 

 

 

 

  ウ 運行本数等 

    市民や来街者の回遊性の確保や、需要に応じた効率的な運行を考慮して、決定します。 

  エ バス停留所 

    鉄道駅などの交通結節点や、市民や来街者が多く訪れる施設等へのアクセスを考慮して配

置します。また、過度な配置にならないよう、バス停留所の間隔にも配慮します。 

  オ 既存バス路線のネットワーク 

    高度化バスシステムを含む最適なネットワークの実現に向け市民や来街者の利便性や回

遊性の向上を図るため、都心臨海部を運行している既存バス路線ネットワークを活用・再編

します。 

  カ 運賃 

    既存の市営バスの運賃を参考にしつつ、今後検討を進めます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の進め方 

・高度化バスシステムの運行事業者である交通局と調整しながら、ルートや運行本数、バス車両

の仕様などを決定し、平成 29年度中を目標に事業計画（案）を作成します。 

・連節バスが乗り入れるために必要な道路等の改良の検討を進めていきます。 

・高度化バスシステムの基本コンセプトに沿って、トータルデザイン（※３）について検討を進

めます。 

・都心臨海部における回遊性を高めるため、多様な交通の導入について様々な視点で継続的に検

討を進めます。 

 ※３ トータルデザイン 

    車両や施設等について一つのコンセプトに基づいたデザインとし、統一感を持たせることで、明示性や魅力

等を高める手法です。 

図３―2020年時点での導入ルートのイメージ 

●●を軸とし、   へのアクセスを念頭に、今後の施設

整備の状況や交通管理者との協議などを踏まえて、具体的な

ルートやバス停留所の配置を検討します。 

図２－新たな交通の役割とネットワーク 
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